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令和３年４月、耐震強度不足により阿南市立阿南図書館が一般利用を休止し、市中心部
において図書館機能が失われたことから、図書館の再整備を望む市民の声が多く寄せられ
ることとなりました。 

こうした状況の中、同年策定された「阿南駅周辺まちづくりビジョン」では、公共空間
の有効活用と駅周辺のにぎわい創出を目指し、JR 阿南駅周辺のまちづくりのコア機能の１
つとして、図書館を位置づけました。 

これを受け、新しい図書館の姿を明らかにするため、本市は令和５年に「阿南市立新図
書館基本計画」 （以下、「基本計画」という。）を策定しました。阿南図書館の利用休止まで、
本市の市立図書館は阿南図書館・那賀川図書館・羽ノ浦図書館の３館でサービスを提供し
ていましたが、それぞれ旧市町の図書館であったことからサービス内容に重複する部分も
多く、サービスの中心的な拠点がない状態であったこと、図書館の建設予定地（旧市民会
館跡地）は市域のほぼ中央に位置し、市内の図書サービスネットワークの中心としての役
割が期待されること等から、基本計画では、新図書館を市の中央図書館として位置づけま
した。 

また、基本計画と同年策定された「阿南駅周辺まちづくり基本計画」では、人の交流を
促すとともに公民連携を推進するまちづくりを目指し、図書館もそれに資する複合機能と
あわせて整備することを示しました。 

 

新しい図書館は、図書館と複合機能を一体的に整備することにより、多様な利用やニー
ズに応えるサービスの提供を目指します。そして図書館の早期実現を望む市民の強い思い
を形にするべく、新たな中央図書館の整備を進めるため、導入する複合機能を検討した上
で、図書館機能と他の各機能のあり方やそれを反映した施設計画を具体化することを目指
し、本計画を策定します。 

なお、本市の新たな中央図書館の名称は現時点で 「阿南中央図書館（仮称）」としている
ことから、本計画の中では以降、これを「阿南中央図書館」と呼称します。 

また、図書館に複合する機能は、 「阿南市立新図書館基本計画」および「阿南駅周辺まち
づくり基本計画」 （以下、あわせて「両基本計画」という。）策定において、市民ワークショ
ップやアンケートでニーズの高かった「学習・研究機能」「交流機能」「情報発信・展示機
能」「飲食機能」「滞留機能」「子育て支援機能」等の各導入機能案が検討されてきた経緯を
踏まえ、本計画はこれらの案を検討対象とします。  
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阿南中央図書館と一体的に整備する複合機能の検討にあたっては、（１）市民の意見、（２）
上位・関連計画における位置づけ、（３）市内周辺施設等の現況、（４）先進事例における
図書館機能と導入機能との相乗効果等、という４つの観点から各機能の導入の有効性等を
整理し、その総合評価により、各機能の優先度や導入の方向性を定めるものとします。 

 

 

両基本計画の策定に向け、令和５年に実施したアンケート調査では、新図書館に求める
機能として、カフェ等の休憩スペースや緑地広場といった居心地がよくリラックスできる
スペース、キッズスペースや親子が気兼ねなく使える環境、無料 Wi-Fi や PC が利用可能
なスペースや個人で集中できるスペースの充実等に多くの回答が集まりました。 

また、自由記述のご意見としては、多世代の多様な人々が集まることができる、ゆっく
りと過ごせる、交流できる、各種イベントに参加できるといった機能への要望が多く挙げ
られています。 
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市民ワークショップでは、新図書館で行いたい活動等として、子どもとともに過ごした
り遊ばせたりすること、イベントへの参加や友人とのおしゃべり、飲食、講座等を通じた
学習や情報収集、ゆっくりとした滞在利用、趣味等を通じた他の人々との交流等が挙げら
れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上位・関連計画における、導入機能に関する内容は表 4 に示す通りです。 

 
1 Volatility（変動性）、Uncertainty（不確実性）、Complexity（複雑性）、Ambiguity（曖昧性）の４つの単語の頭

文字で、目まぐるしく変転する予測困難な状況を意味する 
2 身体的・精神的・社会的によい状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義など

の将来にわたる持続的な幸福を含む概念 
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新図書館建設予定地から徒歩圏内（半径約 500m 以内）の市民文化系施設であるひまわ
り会館、文化会館、富岡公民館の３施設について、利用者向けの諸室の構成と、令和５年
度の諸室別利用率は表 5 のとおりです。 

概ね利用率には余裕が見られ、市民の需要に応えられている状況が伺えますが、その中
でも、多目的に利用できる会議室等の利用率が比較的高くなっている一方、和室や調理室、
音楽スタジオ、工芸室といった特定用途のための諸室は利用率がやや低い状況です。 

また、利用の多い会議室等は、100 ㎡以上の大人数の利用に適した規模のものが多く、
少人数のグループでの気軽な利用に適した部屋は少ない状況です。  
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阿南中央図書館建設予定地に隣接し、整備後は一体的な利用が期待されるひまわり会館
について、市民活動の概況は次のとおりです。 

令和５年度には、年間約 3,400 件の事業が開催されており、うち、市や学校等による会
議や健康診断等での利用を除いて、市民が主体となった活動は約６割（約 2,000 件）、市な
どが主催する市民向けの事業も含めると 7 割以上（約 2,700 件）を占めています。 

市民が主体となった活動はほとんどが市民の団体・サークル等による活動で、同年度に
は約 110 団体が利用者となっており、多少のばらつきはあるものの、平均して１団体が年
に約 18 回利用しています。 

会議や健康診断等を除く各活動の内容は、 「文化的な活動」（32.8％）、「子育て支援に関す
る活動」（10.6％）、「運動・ダンス・音楽」（28.4％）の３つに大きく分類することができ、
うち「文化的な活動」は、図書館資料を活用することで活動をより活性化できる可能性が
あります。また、 「子育て支援に関する活動」のうち、図書館が主催する乳幼児向けおはな
し会は、旧阿南図書館の利用休止により、現在ひまわり会館で暫定的に開催することとな
った経緯があります。このようなことから利用者がより参加しやすく、絵本や紙芝居とい
った資料がすぐに手に取れる阿南中央図書館内で実施することで、より充実した活動が可
能になると考えられます。  
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※ 令和５年度の実績 
※ セニヤはおおむね 60 歳以上の市民が運営している自主的組織の阿南市セニヤクラブ（老人クラ

ブ）のこと 
 

 

導入機能のあり方やサービス計画等の検討に向け、導入機能案に類似した機能を有する
図書館等施設を先進事例として調査しました。 

調査対象としては、 

①本市と人口規模が比較的近い自治体の設置する図書館または図書館等複合施設 

②導入機能案の検討に資する事例であることを重視し、導入機能案に類似した機能を
可能な限り多く有するもの、または機能の活用実績を有するもの 

③図書館専有面積または施設面積が比較的阿南中央図書館の想定規模に近いもの 

等の条件を踏まえたうえで、表 7 に示す３館を選定し、実地調査を行いました。 
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フロアマップ 
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※ 基礎情報の出典：令和６年度亀山市教育要覧

施設外観 

１F 閲覧室 

3F 一般開架 

１F 休憩コーナー 

2F 子育て相談コーナー内 
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フロアマップ 
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※ 基礎情報の出典：日本の図書館 2023

広場側から見た施設 

２F 図書館 

おはなしのへや 

１F フリースペース 

１F 健診室 
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施設正面 

フロアマップ 
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※ 基礎情報の出典：令和 5 年度日進市立図書館年報 

一般開架 

外光が様々な形で投影される学習室 

中庭 

予約本貸出ロッカー 

ボランティア専用室 
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導入機能の設定にあたっては、 （１）～（４）の整理・調査結果を踏まえ、阿南中央図書
館における各導入機能案の要否や重視する度合いを検討しました。各導入機能の（１）～
（４）の各視点での整理・評価は、表 8 のとおりです。



14 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 



15 

 

 

 

①の整理・評価結果を踏まえ、導入機能案のうち、大きな有効性等が期待される 「学習・
研究機能」「子育て支援機能」「交流機能」の３つを 「主たる導入機能」とし、阿南中央図書
館においてそれぞれ充実することとします。 

 

 

「情報発信・展示機能」「飲食機能」「滞留機能」の各機能についても、それぞれ市民の
期待やニーズ等を受けて検討された案であり、これら多様な機能を上記 1）主たる導入機
能と一体的に整備することで各機能の相乗効果を高め施設全体の価値を向上させていくこ
ととします。例えば、館内のエントランスやフリースペース等をさまざまな用途で活用す
る方法や、 「交流機能」の中に「飲食機能」を取り入れる方法等の工夫により、可能なかぎ
りすべての機能をバランスよく充実し提供することを目指します。 

なお、飲食機能については、高い市民ニーズがある一方、民間事業者サウンディング （第
3 章 1(2)民間事業者へのサウンディング調査を参照）では、カフェ事業に関して回答した
事業者の多くが独立採算による事業成立は難しいとの回答でした。飲食機能のあり方につ
いては、市内で新たに事業展開を目指す市民等によるチャレンジショップ的な方法等も含
め、サービスの持続可能性も考慮に入れながら検討を進めます。
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第 1 章 2(5)で設定した導入機能を複合機能として有する中央図書館として整備すること
を前提に、阿南中央図書館で提供するサービス等を以下に示すとおり想定します。 

 

 

 

 

 乳幼児・児童の各年齢層にあわせて充実した資料を提供し、子どもに対してもその保
護者に対しても、本の相談ができるカウンターを設置します。 

 各家庭で揃えることが難しい児童向けの図鑑や事典を特に充実するほか、家庭での読
み聞かせに対応する絵本や紙芝居を提供します。 

 子どもの発達段階に応じた読書活動を支援するため、さまざまな企画展示を行う等、
自発的な読書につながる取り組みを行います。 

 ボランティアとも連携しながら、親子向けのおはなし会を定期的に開催します。 

 キッズスペース等を活用して、保護者の悩みに応じた育児本や支援制度等を紹介し、
また関連部署と連携した催しを企画します。 

 

 ティーンズコーナーを設置し、アート、音楽、ファッション、進路等のティーンズ世
代の関心の高い資料を集めて提供します。 

 自習や課題に取り組むための学習席や、グループで調べ学習等に取り組めるスペース、
気軽な会話の場等さまざまな使い方ができるスペースを提供して、中高生の自主的な
活動を支援します。 

 

 仕事、健康、資産運用等の成年層の関心の高い分野や、大人の趣味や生きがいづくり
等に関する資料・情報を、市民ニーズや時事情報を把握して適時提供します。 

 成年層の興味・関心の高い分野について、地域で活動する市民や庁内の関連部署等と
連携し、展示や講座、相談会等を開催します。 

 

 高齢者や障がい者等、本を読むことが難しい市民に向け、大活字本や録音図書、電子
書籍（拡大機能や読み上げ機能のあるもの）、拡大読書機等を提供します。 

 図書館に来館することが難しい市民に向けて、インターネット経由での電子書籍の貸
出や移動図書館車の巡回等のサービスを実施します。また、障がいにより来館が困難
な方には資料の郵送貸出を行います。 

 外国語を母語とする市民のために、外国語図書や多言語に対応した案内等を提供しま
す。 
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 利用者の調査研究、日常の疑問を解決するための支援を行います。 

 利用者が気軽に落ち着いて相談できる環境を構築し、利用者の求めに応じて、市民の
活動に役立つ資料・情報を提供します。 

 

 職員による直接の資料紹介、情報提供だけでなく、専門的知識や他機関が提供する資
料・サービス等が利用者の役に立つと考えられる場合には、図書館司書から各種専門
機関や当該庁内部署・機関への問合せや案内を行います。 

 

 学校現場で児童生徒が必要とするレファレンスについて、学校図書館サポーターの活
動を支援するだけでなく、電話や Web フォームのほか、学校図書館等からオンライン
でレファレンス依頼ができる仕組みを整備します。 

 

 

 

 地域のサービスポイントや関係各機関への巡回便を運行し、資料・情報・人材等の各
面で連携を強化します。 

 幼稚園や保育所、学校と連携し、子どもの読書習慣の確立に向けた働きかけを実施す
るとともに、調べ学習・授業支援用の資料を配本等で支援することにより、学習や読
書活動の推進に取り組みます。 

 図書館訪問・職場体験の受け入れを積極的に行い、子どもたちが小さな頃から図書館
に親しめるよう努めます。 

 阿南高専や市科学センター、商工会議所等、多様な主体との連携を強化し、体験型ワ
ークショップや各機関と連携した展示・講座等を開催します。 

 ボランティア団体や読書推進活動グループ、地元書店等と連携し、読書振興につなが
るイベントを実施します。 

 
 

 読書会などの読書グループへ資料や活動の場を提供し、市民の自発的な読書活動を支
援します。 

 読み聞かせボランティアの各団体と情報・課題を共有しあうネットワークを形成し、
資料を提供するだけでなく、ボランティア同士が学習・活動する場を提供します。 

 学校図書館サポーターに情報提供を行い、レファレンスを支援します。 
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 計 30 万冊の収容能力を確保し、基礎的な資料や各サービスに関する資料を充実する
とともに、市民の貴重な財産である資料を将来にわたって保存していきます。 

 利用度の高い一般書だけでなく、阿南高専等教育機関や市内事業者等のニーズや、自
然環境・文化・学術・工業といった本市の強みである分野にあわせた幅広い専門的資
料もバランスよく提供します。 

 
 

 電子書籍をオンラインで提供するほか、館内でも無料で閲覧できる環境を提供します。 

 CD・DVD・CD ブック等の視聴覚資料を提供します。 

 辞書、事典、新聞記事、雑誌記事、判例、論文等を検索・閲覧するための各種オンラ
インデータベースを館内で閲覧できる環境を提供します。 

 

 

 

利用者それぞれの利用スタイルや、多様なニーズに応じて便利に利用でき、心地よく 

時間を過ごせる場として、次のような座席・スペース等を提供します。 

 読書に集中できるキャレル席やリラックスできるソファ席 

 適切な音のゾーニングがされた利用空間 

 授乳室やベビーベッド、靴を脱いで絵本の読み聞かせが可能な空間等 

 講座、ワークショップ等多用途に利用できるスペース 
 

 

 表紙を見せる展示を想定した特集コーナーを整備し、時事問題等話題の資料や情報を
提供します。 

 開架空間に図書館による情報発信を行うための掲示板を配置し、季節や時事等に応じ
た展示や装飾を行います。 

 POP を設置できる什器や展示パネル等を設置し、市民がおすすめ本を自由に紹介した
り、市民活動の情報・成果を展示したりできる仕組みを提供します。 

 

 

 郷土資料コーナーに郷土・行政資料やパンフレットなどを設置し、利用者がいつでも
閲覧できるようにするとともに、展示パネルや展示ケース等を設置し、郷土にまつわ
るコレクションの展示を行います。 

 本市のまちの文化や市民の活動等の情報収集・発信を行うコーナーを整備し、図書館
を訪れた市民にそうした情報を共有するとともに、市民が自ら情報を発信することを
支援します。 
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利用者が自身で資料を借りることができる自動貸出機の設置により、スピーディかつ
気兼ねなく、プライバシーが保護された貸出環境を提供します。また、自動返却機により、
開館時間外でも資料の返却受付を行います。 

 

インターネット等を通じて利用者が学習席やグループ学習室等を予約できるようにし、
利便性を高めます。 

 

施設内のどこでも無料で利用できるインターネット環境を提供します。 

 

 

 

 約 40 名が利用できる学習席のほか、集中できる環境での学習・研究やテレワーク等
に利用できる個人学習室、グループでの調べ学習や小規模なサークル活動に利用でき
るグループ学習室を提供します。 

 学習用の諸室のほか、フリースペースも平常時は学習に使える空間として開放します。 

 各スペースには館内の資料を貸出手続きしなくてもそのまま持ち込めるようにすると
ともに、利用状況に応じて関係する資料を各スペースの周囲に配置することで、利用
者が資料と空間を効率的に活用できるようにします。 

 

 

 児童書スペースと一体的に、子どもが声や動きに気をつかうことなくのびのび過ごせ
るキッズスペースを設け、声を出して子どもに本の読み聞かせができ、子どもも保護
者も使いやすく、読書や図書館に親しめる場を提供します。 

 子どもに安心して利用させることができるとともに、市や各種機関が提供する保護者
向けの情報が集まる場とすることで、日々時間に追われる子育て層にさまざまな情報
や支援を届けます。 

 親子が日常的に訪れ、ゆっくりと滞在できる場とすることで、親子にとって憩いの場
となり、また他の子育て層と自然とつながることができるような場とします。 
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 プロジェクターや音響設備、ホワイトボード、自由に移動させたり組み合わせたりで
きるテーブルなどを備え、普段の休憩や待ち合わせから講座や集会等にも活用できる
フリースペースを提供します。 

 常設またはチャレンジショップ的に使用できるカフェスペースをフリースペースに隣
接して設け、フリースペース全体を飲食可能な空間として提供します。 

 多用途に利用できるフリースペースや図書館資料を活用し、さらに市内のさまざまな
プレーヤーとの連携を推進して、魅力的な展示やイベントを実施します。 

 フリースペースや広場をイベントスペースとして活用するとともに、市民も貸出利用
できる仕組みの提供を検討し、主体的な活動や交流を市民自らが企画し実現すること
を目指します。 

 フリースペースやグループ学習室はエントランスや開架空間など他の利用者の目に触
れやすい場に近接して設け、また、フリースペースは隣接するひまわり会館で行われ
ている市民活動の発表の場としても広く開放することで、新たな発見や市民同士の交
流が生み出される場とします。
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諸室構成および施設規模の検討にあたっては、下の表 9 に示す条件を前提とします。 
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前述の条件の下、第 2 章 1 サービス計画に示す内容を実現するための、新図書館の諸室
構成および施設規模の想定は次のとおりです。なお、図書館機能と複合機能との一体的な
整備の中で、複数の機能を併せ持つ室の設置や特定の室の時間帯による使い分け等を進め、
全体面積はよりコンパクトな構成とすることも検討します。 

※ 今後設計段階において、蔵書規模目標値や開架率の変更を踏まえ下方修正も視野に検討を行う 
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1 サービス計画に示す内容を実現するため、施設および諸室の整備の考え方等を、表 11
のとおり設定します。 

阿南中央図書館の整備にあたっては、阿南市総合計画 2021▶2028 後期基本計画に位置
付けた 6 つの基本政策の共通政策である「防災・子育て・脱炭素社会」に貢献する施設を
目指し、今後の公共施設整備のモデルケースとなるよう取り組みます。特に、脱炭素社会の
実現に向けては、「ZEB Ready」を目指した施設整備を進めます。 
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諸室の機能相関関係においては、次のような点に留意します。 

 館全体でにぎやかなゾーンと静粛なゾーンとのゾーニングを行いつつも、館内の諸室
を利用する市民どうしが互いの活動を自然と目にすることができ、出会いや交流の可
能性を感じられるような空間構成を目指します。 

 エントランスやフリースペース等は、新たな出会いやにぎわいを創出する中心的な役
割を果たす場として、ゆるやかにつながった空間として整備します。フリースペース
で展開する展示やイベント等の取組みが、来館者の目に自然と触れるような配置とし
ます。 

 親子が安心して利用できるよう、児童開架スペースと近接して、保護者が子どもを見
守りながら利用できる書架や座席等を配置します。 

 利用者用スペースと事務・管理スペースは動線を明確に区分し、市民が利用しやすく、
かつ効率的に運営できる施設とします。 

 フリースペースや個人学習室は、図書館閉館時の利用も可能となるよう、必要に応じ
て施設空間を区切ることができるようにすることを検討します。 
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建設予定地は旧阿南市市民会館跡地で、JR 阿南駅から徒歩約４分に立地しており、周辺
には阿南市役所や阿南警察署、ひまわり会館、商工業振興センター、富岡東高等学校等の
公共施設が多数所在する、阿南市の中心市街地に位置しています。 

対象敷地は北側をひまわり会館、西側を JR 牟岐線に接し、周辺を住宅等に囲まれていま
す。 

 

建設予定地の法的条件等は、表 12 に示すとおりです。 
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整備事業費の試算条件を設定するため、(1)および(2)①敷地条件を踏まえ、建設予定地に
おける施設配置案として、次の 4 案を検討しました。これらの案はいずれも現時点でのイ
メージであり、今後基本設計の段階で改めて詳細に検討します。 
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阿南駅周辺地区は、本市の立地適正化計画において、多様な高次都市機能を集約し、求
心力の強化を図る都市拠点として位置付けられています。立地適正化計画を具現化する取
組みとして、誘導施設である阿南中央図書館の整備と合わせ、駅周辺の公共空間等を活用
したまちづくりを進め、多様な高次生活サービス機能等の保全や立地の適正化に取り組み
ます。また、阿南中央図書館の駐車場は、敷地内に 70 台分以上を整備することとしており、
さらにこれを超えて必要となる駐車スペースについては、阿南駅周辺全体で確保していく
ことを目指します。 

なお、これら駅周辺整備事業は、国庫補助金や地方債等を最大限活用し、年次計画的に
実施することとします。 

 
 

建設予定地周辺は大雨時に冠水被害が報告されていることから、阿南中央図書館整備事
業としての取組みとして、建設予定地周辺への雨水流出を抑制する屋外整備の検討を進め
ることとします。併せて、今後とも関係機関と連携しながら効果的な治水対策を検討しま
す。 

  



36 

 

 

 

平成 18 年に 1 市２町が合併した経緯から、本市では、阿南図書館・那賀川図書館・羽ノ
浦図書館の３館でサービスを提供してきました。 

３館とも、旧市町ではそれぞれが独立した館として司書を配置し、運営されており、1 市
２町の合併に伴い各館が本市の３つの地区館と位置づけられた後も、それぞれ異なる職員
ローテーションで運営される等、連携協力において非効率な体制となっていました。 

また、各館の運営方針も旧市町時代から大きく更新されることなく、それぞれが周辺地
域住民を主な利用者層と想定してサービスを展開していたため、利用者のニーズも似通っ
ており、３館がシステム上で統合されて以降も、蔵書構成等に差がつかないまま、現在に
至っています。 

こうした背景を踏まえ、阿南中央図書館整備後の運営体制においては、現在那賀川・羽
ノ浦図書館の２館に分散している司書を阿南中央図書館に集中させた、新たな運営体制の
構築を図ることとし、その際は地元書店との連携のあり方も併せて検討します。市の中央
図書館としての規模を備えるとともに、選書や事業運営、レファレンス、他機関との連携
といった活動を集中して行う拠点とすることで、将来にわたって市民の生涯学習に資する
高度なサービスを提供することを目指します。 

併せて、その前提の下で、那賀川・羽ノ浦図書館については図書館機能の集約統合を含
め、今後の新たなあり方の検討を進めることとします。 

具体的には、新図書館の整備に当たっては、今後の人口規模に応じた公共施設の数量の
最適化や、国庫補助金・地方債といった市の財政負担上有利な財源の最大限の確保等の観
点も重要であることから、那賀川・羽ノ浦図書館については集約統合を含む大幅な見直し
を念頭に置き、施設の老朽化の進行も見据えつつ、「子育て機能」や「多世代交流機能」等
の新たな機能を取り入れること等も含め、市民の皆さまの声も聴きながら、今後の新たな
あり方についての検討を行います。 

 

 

IC タグシステムの導入により、1 サービス計画で示した市民の利便性向上のほか、貸出・
返却等の窓口業務の負担軽減によるコンパクトで効率的な運営体制の構築や、レファレン
スサービスや学校連携といった司書の専門性の活用が期待される業務への人的資源の集中、
蔵書点検作業の効率化による特別整理期間の短縮（開館日の拡大）等を目指します。 

 

 

市民利用の拡大と、持続的かつ効率的な運営が可能となることを目指し、阿南中央図書
館の開館時間および休館日は、次のような案を想定し、検討を進めます。 

 

９：00～19：00 とします。 

開館時刻は、現在の那賀川・羽ノ浦図書館よりも１時間早くし、閉館時刻は、市中央部
という立地状況を踏まえ、仕事帰りの市民や学校帰りの学生の利用しやすさを考慮して 1
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時間遅くします。 

 

現在の那賀川・羽ノ浦図書館よりも開館日を拡大するとともに、質の高いサービスを維
持するために、安定的な勤務ローテーションを構築し、職員間の情報共有・研修等の時間
を確保するため、休館日は次のとおりとします。 

・毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日） 

・館内整理日（毎月 1 日間） 

・年末年始 

・特別整理期間（蔵書点検期間。年間 2～3 日間を想定） 

※ 祝日は開館 

 

 

「図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成 24 年文部科学省告示）」では、人口 6
万から 8 万の自治体における図書館の管理運営に必要な職員数の目標基準例3として、専任
職員 10.1 人、非常勤・臨時職員 19.5 人と試算しています。 

現在、那賀川・羽ノ浦図書館および市役所図書館カウンターに配属されている専任職員
は、司書、事務職、移動図書館車の運転担当合わせて 11 人、会計年度任用職員は 12 人が
勤務しています。 

このうち、専任職員は、(1)で示したように阿南中央図書館に集約し、図書館運営の基幹
部分を市の直営で行うことにより、図書館業務の専門性・継続性を担保することを目指し
ます。また、阿南中央図書館はサービスのさらなる充実や開館日 ・開館時間の拡大、施設規
模の拡大等に対応するため、IC タグシステムやデジタル技術等の導入により業務の軽減を
図るとともに、専任職員以外の部分は地元書店との連携を含め、公民連携の運営手法を取
り入れることも視野に入れ、効率的な運営を目指して検討を進めることとします。 

 

 

読書推進活動をはじめとした市全体の文化向上を目指し、市立図書館や各種サービスポ
イント、関係機関、ボランティアといった市内の図書サービスネットワークだけでなく、
地元書店等の地域の民間事業者とも協力・連携を進めます。とりわけ書店は、図書館と同様
に市民にとって「本との出会いの場」であることから、両者が連携して読書人口の増加を図
る取組みを進めることが重要です。 

地元書店をはじめ地域の民間事業者とは、フリースペース等を活用したイベントや市民
交流活動の企画等に加え、店頭など地域のさまざまな場所で図書館と連携した取組を展開
できるよう協力します。 

また、地域の実情にあった図書の購入方法や新刊図書の貸出のあり方等、図書館と地元
書店とのさらなる連携に向けた検討を進めます。  

 
3 日本図書館協会が、「日本の図書館 2011」をもとに、全国の市町村のうち各人口段階で貸出密度（住民 1 人あ

たりの貸出資料数）上位 10％の市町村の平均数値を算出したもの。 
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第 2 章 3 管理運営方針を踏まえ、設計・施工をそれぞれ別途発注する従来方式のほか、
DB 方式4や基本設計＋DB 方式（実施設計・施工を一括発注）等を検討対象とし、各手法の
特徴を表 14 に整理しました。 

従来方式に比べ、後２者は一般的に事業費圧縮が見込まれるものの、昨今の建設等コス
トの上昇傾向を踏まえると、これまでのようなコスト削減効果が出ない可能性も考えられ
ます。また、設計・施工が一括発注となるため、事前に要求水準等を十分に検討することが
必要となります。 

項目 ①従来方式 ② ③基本設計＋実施設計

   

   

   

 

 

 

 

 
 

 

 
4 デザイン・ビルド（Design-Build）方式の略称。設計施工一括発注方式。 
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阿南中央図書館（仮称）の整備事業実施に向けた公募型サウンディング調査では、本整
備事業における効果的・効率的な整備手法や事業スケジュール、民間事業者が参画しやす
い公募条件等を検討するため、民間事業者から意見聴取を行いました。 

民間事業者との対話は、令和６年 12 月３日（火）～令和６年 12 月 16 日（月）に実施さ
れ、設計事業者、建設事業者、維持管理・運営事業者より計 19 者が参加しました。 

公募型サウンディング調査から得られた結果の概要は以下のとおりです。 
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地域の民間事業者との連携について、従来方式及び DB 方式のどちらにおいても、建設
等の段階では、地域の民間事業者の参画又は連携について、競争参加資格や評価項目とし
て設けることが考えられます。競争参加資格として求める場合は、競争性を阻害しないこと
に留意した条件設定とします。 

また、カフェスペースを始めとした図書館の複合機能の運営において、地域の民間事業
者と連携した取組を取り入れることを検討します。 

 

 

（２）の民間事業者へのサウンディング調査結果を踏まえ、（１）で整理した整備方式に
ついて、定性評価を行いました。評価結果を踏まえ、本事業では遅延リスクが低く、市の
求める効果を期待できる従来方式での整備を採用することとします。 
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事業費の概算額については、今後実施する設計段階において、費用抑制の観点を重視し
ながら、蔵書目標数、施設の規模及び機能性をさらに精査し、算出することとします。 

また、財源については国庫補助金、地方債等の特定財源を最大限活用します。 
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１（４）の結果をふまえ、阿南中央図書館の整備スケジュールは次のとおり想定し、令
和 12 年度内の開館を目指して事業を進めます。 
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国土交通省『都市構造再編集中支援事業（個別支援制度）の概要』より 
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総務省自治財政局『自治体施設・インフラの老朽化対策・防災対策のための地方債活用の手引き』より 


